





























数が少な ので、継続的に手がけられている研究課題は多 はない。このことも、個別発信はできても 一体 な発信が難しい理由のひとつになっている。　
このように個々の研究者の専門分野に由来する単発的な研究が多いとはいえ、こ














































































東文研内に分散している研究成果・資料を集約 た、東文研内の研究者が情報を蓄積し、そして共有することを目的とした東文研内データベースである。もうひとつは、東文研内データベースから一般公開向けに公開可能な を抽出し、資料閲覧室やホームページから東文研内の資料情報 ど検索することを目的とした公開デタベースである。　
東文研内データベース用のサーバーは東文研内ネットワークに設置され、東文研






ち、バックエンドシステムとしての東文研内データベース、フロントエンドシステムとしての公開データベースである。公開データベ スには、東文研内データベースのデータのうち、公開可能なデータを抽出してアップロードしている 東文研内データベースにはインタ ネット上に公開できない情報も と 保存されている。そのため、セキュリティの観点から物理的に独立 た環境で運用　
このように、公開サーバーから東文研内サーバーのデータを直接検索させないこ


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































クエンド・フロントエンドに明確に機能を分けることで、アーカイブとしてのデータベースの形と情報公開としてのデータベースの形を柔軟に変更したり、他方に影響を与えることなく、一方のシステムを更改することができるので、環境変化にも強いシステムとなっている。ただし、 「アーカイブ・データベース」は 現状では土台ができた段階で、今後、東文研全体で利用できるデータベースに機能を向上させる必要 ある。一方、ウェブアプリケーションソフトの利点を生かし、すでに英国セインズベリー日本藝術研究所との共同事業にも活 されてい 。具体的 は、同研究所で収集してい 欧州で開催された日本美術の展覧会や英文の日本美術関係



































































































































































































































































































































419.indb   26 16/08/30   13:30
